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     The present  study  invotves  two  phases:  one  is examining  the  New  Effective
Temperat.ure.  usiltg  the caiculating  program  of  the tvro-node  model  by Gagge  et  al

which  is 'the
 basic heat equi!ibrium  of  ET'. and  the other  is studying  the influence

of  the  parameters  of  t,he human  and  environmental  elements  on  the  values  of  ET'.
     First. the examLnatiofi  was  rnade  to ctarify  the  defLnition  that, the line of  equal

effective  temperature  drawn  on  the  psychrometric  chart  is the  line  of  constant

average  skin  temperature  and  at  the  same  time  the  !ine  of  constant  wettedness.

Concern.ing the  groups  of  straigh'L  lines drawn on  the  SET' diagram.the  authors

examined  by setting  the followlng  three condi'tions  arid  made  comparisons.  (!' )' A group
of  straight  lines  of  the  values  of  wettedness  and  c;onditions  in the environment

wi,th  relative  humidity  of  50%  calculatecl  from  the  two-node  model  by applying  the

heat  balafice equation  between  man  and  his  eHvirunment,  Q  A group  vf  straight

lines of  the values  of  skin  temperature  and  the  condLtions  in the environment  with

relative  humidity  of  50%  by appiy.ing  the  heat  bala"ce  equation  between  man  and  his
environment.  (IP A group  of  straight  lines of  the  values  of  wettedness  and  the
envif'onmental  conditions  vith  relative  humidity  of  100% by appLying  the  heat balance
equation  between  man  and  his environment.  .

     Resultlng fram  the  calculations  of'  the abeve  three  cases  none  of  the group  of

the straight  Lines did meet  the  original  SETi diagram  proposed  by Gagge  et  al.

     NexU  the  authors  examined  the  influence  upon  the  equi-line  of  SET' of  the
various  parameters.  The  parame'ters  included  size  of  human  body,  effective  area

ratio  on  radiation  heat exchange,  standard  average  skin  temperature.  standard  core

temperature.  the  tuass  rat.io  ef  s'i in to  core.  metabolic  rate,  clo  value,  convective

heat transfer  coefficient.  ancl  rnean  radiant  tenperature.
     As fer the  results.  the  size  o'f  human  body, ef'fective  area  ratio  on  radiation

heat exchange.  standard  average  skin  temperature.  standard  core  tetnperature,  the  mass

ratio  of  ski.n  to  core  have  sll.ght  inf'luence upon  the equal  line of  SET'. while

metabolic  rate.  clo  value.  convect,ive  heat  transfer  coeSficient.  mean  radiant

temperature  have  considerable  iftfluence upon  the equal  line of  SET' .
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研 究 発 表 24 新 有 効 温 度 を 構 成 す る パ ラ メ ー タ の 感 度 解 析
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1 ．は じ め に

　 Gagge ら に よ っ て 提案 さ れ た 新有効 温 度 ET “
は 、人

体 を 比 較 的 薄 い 皮 膚 層 と、内 部 の 厚 い 体 心 層 の 一．二層 で 成

り立 つ 同 心 球 と 仮 定 し た 熱 平 衡 モ デ ル （2−node 　model ！
L

か ら 算 出 さ れ る 温 感 指 標 で あ る。2−node 　 mede 〕を 基 礎 に

作成 さ れ た SET “
線 図は 、等 SET 参

線 上 で 平均皮膚
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

温 と ぬ れ 面 積 率 が一定 値 を と る と 定 義 さ れ て い る 。

　本稿 で は、ET 卓
の 基 礎熱平衡 モ デ ル で あ る 、2node

model か ら算 出 さ れ る、等 平 均 皮 膚 温 線 や 等 ぬ れ 面 積 率

線 な ど に つ い て 検 討 し、併 せ て 種 々 の 物 理 量 が 等 ET ’

線 と 等平均皮膚 温 線 に 及 ぼ す影響 に つ い て 考察す る 。

2 ．2．．node 　 model と SET 準
線 図 の 関 係

　 等 SET ホ
線 上 で は 等 平 均 皮 膚 温 ・等 代 謝 量 な ら ば 等

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
ぬ れ 面 積率 で あ る と 言 わ れ 、図

一1 の よ う に 等 SET “
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

線 が 直線群 で 示 され る 線 図 が 発表 さ れ て い る 。 筆者 ら は

等 平 均 皮 膚 温 線 と 等 ぬ れ 面 積 率 線 が 同 時 に 成 り立 つ 可 能

性 に つ い て 、理 論 お よ び 実 験 の 両 面 か ら 検 討 を 重 ね て き

た 。 実 験 結 果 か ら は 、た と え 平 均 皮 膚 温 が
一

定 の 時 で も、

ぬ れ 面 積率 は一定 で は な くて 変 化 す る こ と が 見 出 さ れ、

他 方、理 論 的 な 検 討 か ら も、ぬ れ 面 積 率 も …定 値 と す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

こ と の 不 合 理 性 が 熱 平 衡 の 点 か ら 確 認 さ れ た 6

き
り

辷

塗

ミ

き
量

S5　 　 20 　 　 Z5　 　 30 　 　 　 コ5 　 　 90 　 　 45 ’C
　 　 STANoaRD　OPERATIVE　TEMPERATURE 【Tso ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 Fig　 l　 SET 辱diagram

3 ．　 SET 冷
線 図 の 分 析

　 筆者 ら は 2−node 　 modeL の プ ロ グ ラ ム か ら 等 SET ホ
線

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「4、

を 求 め る こ と を 試 み た 。そ の 結 果 、深 井 ら の 検 討 結 果 と

同 様 、湿 り空 気 線 図 ヒ に 曲 線 を 持 つ 線 群 を 得 た が 、こ の

傾 向 は 同 時 に 求 め た、図 一2 に 示 す 裸 体 時 の SET ．
線

図 に お い て もみ ら れ た の で 、直線群 で 等 SET 辱
線 が 描

か れ て い る 図 一1 の SET ＊

線 図 が 、ど の よ うに して 描

か れ た か を検 討 し た。
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Fig．2 　 Equal　 S　ET ネlines （O　 c ］o ）

　 相 対 湿 度 50％ の 値 を 読 む と い う SET 阜

（ETD の 定

義 か ら類 推 して 、2−node 　 model か ら算 出 さ れ た 相 対湿 度

50％ の 時 の 環 境 条 件 と ぬ れ 面 積 率 の 値 を 、人 体 と 環 境 と

の 間 の 熱 平 衡 式 に 代 入 して 描 い た 直 線 群 が 図 ．．− 3 、相 対

湿 度 50 ％ の 時 の 環 境 条 件 と 皮 膚 温 の 値 を 、熱 平 衡 式 に 代

入 し て 描 い た 直 線 群 が 図 ・− 4 で あ る が 、ど ち ら も 図 一1

と は
一致 しな か っ た 。 そ こ で 、相 対 湿 度 100％ の 時、す

な わ ち 湿 り作 用 温 度 の 点 の 環 境 条 件 と ぬ れ 面 積 率 の 値 を 、

人 体 と 環 境 と の 間 の 熱 平 衡 式 に 代 入 して 描 い た の が 図 一

5 で あ る が 、こ の 図も図
一1 と は

一一
致 しな か っ た 。
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4 ．等 SET ＋
線 に 及 ぼ す 諸 量 の 影 響

　2node 　 model で は 、固 定 条 件 と して 人 体 サ イ ズ、有 効

放 射 面 積 率 、標準 血 流 量 、血 液 の 比 熱 、人体 比 熱 、皮膚

層最 小 熱 伝 導 率 、標 準体 心 温、標準皮 膚 温 、放 射 熱 伝 達

率 初 期 値、標準蒸汗放 熱 量 お よ び 皮 膚層 と 体心 層 の 比 率

が 、ま た 、環 境 条 件 や 人体条 件 な ど に よ り決 定 さ れ る入

力 値 と し て 、代 謝 量 、ク ロ 値 、対 流 熱 伝 達 率 お よ び 放射
　 　 　 　 　 　 　 　 　 f5）

温 が 定義 さ れ て い る E 本 章 で は 、寒 冷 環 境 と し て SET
’

＝18℃ 、快 適 環 境 と して SET 卒＝24℃ 、暑 熱 環 境 と し

て SET ．一30℃ を と り、前 述 した 種 々 の 物 理 量 が 変 化

し た 場 合 に 等 SET
’

線 に 与 え る 影 響 を、実 際 に 条 件 値

を 変 動 さ せ て 検 証 した 結果 の
一

部 を 図
．．．6 〜13に 掲げ る 。

温 度 域 あ る い は 湿 度 域 に よ っ て 、諸量 が 等 SET “

線 に

与 え る 影響 は 異 な る が 、一般 的 に 言 っ て 、代謝量、ク ロ

値 、対 流 熱 伝 達 率 、放 射 温 な ど は 等 SET ，

線 に 与 え る

影 響 が 大 き か っ た 。
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